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鶏 けいめい 鳴
イエスの含禁

『わたぃF見た考は父を見たの到
蜜書(ヨハネ福番書１４章９鈴）

牧師河合裕志

「神がいるなら見せてくれ」と時に人は

口にしたりする｡｢そんなものは所詮いるも

のではない」と言って多くの人が、無神論

に流れる。これはしかしもっともと言えそ

うだ。神なんて抽象的、観念的、雲をつか
むような話だから。

ある時イエスの弟子のフイリポがイエス

に言った。「主よ、私達に御父（神）をお示

しください｡そうすれば満足できます]･フ

イリポにとっても神は雲をつかむような話

だったのだろう。イエスの口から時々 聞か

れる天の父の存在がいまいちはつきりしな
かった。

これにイエスは何と答えた力も「フィリポ、

こんなに長い間一緒にいるのに私が分かっ

ていないのか。わたしを見た者は父を見た

のだｂわたしが父の内におり父がわたしの

内におられることを信じないのか。わたし

があなた方に言う言葉は自分から話してい

るのではない。わたしの内におられる父が

その業(わざ)を行っておられるのである｣。
わたしイエスを見た者は父なる神を見た

ことなんだ、わたしと父は一体なんだ、わ

たしは天の父をこの地上にあって写すもの

だ、わたしを見れば神がどういう存在なの

かわかる筈だ、神を見たければわたしを見

よ－こうイエスは言ったことになる。よく
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もこんなたいそれたことが言えたもの。だ

からユダヤ教指導部によって神をけがす者
としてマークされることになる。

イエスは神の生きた姿か｡それは四つの

福音書に記されているイエスの言動を調査

することにより明らかにされる。イエスの

内に父が、神が宿っているのか。父なる神

がイエスを通してそのわざを行っているの

か。結論的にはそう言わざるを得ない。多

くの病人や障害者をいやす奇蹟、汝の敵を

愛せよ、と言った感動的な教えの数々 、罪

ある人々 を招き赦す者、こうしたイエスの

行状に人間レベルを超えた存在を感じざる

を得ない。天の神がイエスを通して見える

形でこの世に進み寄って来てくれたという
こと。

私達は時に神なんかいないのではないか

と思ってしまう。しかしそんな時イエスを

見ること。イエスを見れば彼の内に神が現

にいて働いていることがわかる。イエス抜

きではついに神の存在はアイマイモコにな

ってしまう。イエスを見よ。どこに？聖

書の中に。聖書を持っているなら－多くの

日本家庭には聖書が挨を力ぶっている一開

いて確かめよ。聖書は決して裏切らない。

集会案内

主日礼拝：毎日曜日午前１０時１５分
こどもの教会：毎日曜日午前9時

高校生会：第日曜日礼拝後

婦人会・壮年会：第２日曜日礼拝後

聖書を学ぶ集い:第４水曜日午前１０時

オリーブの会(読書会)：第３月曜日午前１０時


